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愛知芸術文化センター愛知県図書館の基本的性格 

○ 県民に開かれた図書館

○ 資料情報センターとしての図書館

○ 県内の市町村立図書館へのバックアップを行う図書館

○ 愛知芸術文化センターの一翼を担う図書館

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

  

 

  

  

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

  

  



 

Ⅰ 沿革 

 1948 年に本格的に始まる本県図書館事業約 80 年の歩みの中で、1991 年の開館以来約 30 年の間、

県の拠点図書館としての役割を担ってきた。開館にいたる沿革は次のとおりである。 

1947（昭和 22）年１月 定例県会で意見書「中央図書館建設に関する件」可決 

1948（昭和 23）年３月 定例県議会で県立中央図書館設置費可決 

1948（昭和 23）年 11 月 県立（中央）図書館（所管：県教育委員会）が貸出文庫の交換貸与を開始 

1950（昭和 25）年 12 月 愛知県立図書館設置に関する条例公布 

1951（昭和 26）年５月 県立図書館が移動図書館の巡回を開始 

1952（昭和 27）年４月 講和記念事業文化施設基本計画樹立委員会設置 

1954（昭和 29）年２月 文化会館建設着工 

1954（昭和 29）年 12 月 文化会館設置（所管：総務部） 

1959（昭和 34）年４月 文化会館に図書部を設置（愛知図書館の開館） 

1964（昭和 39）年３月 愛知県文化会館条例公布、県教委所管の県立図書館廃止 

1983（昭和 58）年７月 新文化会館（仮称）構想懇談会を設置 

1985（昭和 60）年３月 構想懇談会、「新文化会館（仮称）基本構想」を提言 

1985（昭和 60）年４月 新文化会館建設事務局を総務部に設置 

1985（昭和 60）年７月 新文化会館建設委員会を設置 

1986（昭和 61）年３月 新文化会館建設委員会、「新文化会館建設基本計画」を提言 

新図書館の基本的性格は、次のとおりとされた。 

① 県民に開かれた図書館

② 資料情報センターとしての図書館

③ 県内の市町村立図書館へのバックアップを行う図書館

④ 新文化会館の一翼を担う図書館

1989（平成元）年１月 新文化会館名城地区施設（新図書館）起工式 

1990（平成２）年 10 月 新図書館竣工 

1990（平成２）年 11 月 新図書館への移転作業開始 

1991（平成３）年３月 愛知図書館閉館 

愛知芸術文化センター条例公布（4.1 施行） 

1991（平成３）年４月 愛知芸術文化センター愛知県図書館開館（4.19 開館式、4.20 開館） 

Ⅱ 組織（2025 年４月１日現在） 

  総務グループ 
  総務課 

愛知芸術文化センター   (職員７,    企画グループ 
総 長   非常勤職員１） 

  広域グループ 
センター長 * 図書館長  副館長  資料支援課 

(職員 11,  資料グループ 
  非常勤職員５) 

管理部   児童･ＡＶ･障害グループ 
 
    新聞･雑誌グループ 

美術館 サービス課
（職員 22,再任用１,  人文･地域グループ 

  非常勤職員 25） 
 社会･自然･国際グループ 

*図書館現員数：74 名
（事務職員42名（うち司書36名）、再任用職員１名、一般職非常勤職員31名）

栄
地
区
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Ⅴ 2024 年度の主要な事業動向 

１ 2024 年度のトピック 

① 図書館システムの更新と Web サイトの全面リニューアル 

2025 年３月に第六期図書館システムへの更新を行い、図書館システムパッケージのバージョン

アップやパソコンなどのクライアント端末機器の入れ替えを行った。 

この図書館システムは、クライアント端末機器とサーバからなるハードウェア及び図書館パッ

ケージ等のソフトウェアで構成され、図書館業務を円滑に遂行し、インターネットによる蔵書検索

や図書の予約・貸出期間延長、県内公共図書館横断検索といった Web サービスを通じ県民の利便を

図るうえで必要不可欠な機能を担っている。 

また、今回の更新では、Web サイトの全面リニューアルも行った。Web アクセシビリティの向上

や各ページが情報端末の画面のサイズに合わせ最適化して表示されるようになった他、以下の機能

等が追加された。 

・蔵書探索 AIの導入 

従来の蔵書検索の項目にとらわれず本を探すことができる。例えば「やる気を出したい」、「偉

人の言葉」、「ものづくりに詳しくなる」などのフリーワードや、200 文字以内の文章で検索し

ても、AIが当館の蔵書の中からお薦めする本を複数表示する。 

・デジタルアーカイブの統合 

別々のサイトで公開していたデジタルアーカイブ（貴重和本、絵はがき、画像）を一つに統合、

デジタル行政資料を追加し、一括して検索し閲覧することができるようになった。 

・Web 書棚の導入 

図書館の書棚を見るように、検索した本の近くにある本が Web 上で表示されるようになった。 

② 読書バリアフリーへの取り組み 

当館では、1991 年の開館以来、視覚障害者資料室においてサービスを実施している。視覚障害そ

の他の障害により視覚による読書が困難な方に対しての対面朗読、録音図書作成・貸出のほか、心

身障害のため来館が困難な利用者に対する資料の郵送貸出を主な業務としている。また 2018 年に

「読書のバリアフリーコーナー」を児童図書室内に設け、活字の本を読むことが難しい方の読書を

サポートする資料を集め閲覧に供している。 

2024 年度は、全館的な取り組みとして「読書バリアフリー推進チーム」を設置した。館内各グルー

プから選出された８名の構成員により以下の展示及びイベントを企画・実施し、県民への周知を

図った。 

・企画展示「読書バリアフリー いろんな「読む」のカタチ」７月 12日（金）から８月７日（水） 

・展示関連イベント「愛知県図書館バリアフリーツアー」 ８月７日（水） 

・館外イベント（出張展示）「読書バリアフリー いろんな「読む」のカタチ」11 月 21 日（木）

イオンモール Nagoya Noritake Garden 

 

２ 図書等の収集 

① 図書 

2024 年度は、10,661 冊の図書を受け入れた（購入：和書 5,674 冊、洋書 39 冊、計 5,713 冊。寄

贈:和書 4,810 冊、洋書 129 冊、計 4,939 冊。県尾張繊維技術センターからの管理換え：９冊）。購

入による受入冊数は、2009 年度の 21,180 冊をピークとして、図書購入費の減少に比例して漸減し

ており、2024 年度はピーク時の 27％となる 5,713 冊だった。厳しい予算状況の中、拠点図書館と

して県内市町村立図書館のニーズに応え、併せて県立図書館として特徴的なコレクションを構築す

るために、「資料収集方針」及び「資料選択基準」に基づき、「ものづくり文化」、「地域」及び「健

康・医療」の分野を中心に慎重な選書を行い収集した。 

2024 年度末現在での図書蔵書冊数は 1,219,922 冊である（2023 年度末：1,210,948 冊＋受入：
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入口壁面には季節ごとの飾りつけをし、親しみやすい雰囲気づくり

を心掛けている。 

「おはなし会」については、あかちゃん向けを22回（参加者295人）、

幼児・小学生向けを各 23回（参加者 589 人）実施した。 

また、夏のおたのしみ会「体をうごかすおはなし会」に 22 名、あい

ち県民の日・あいちウィーク連携事業として職員が読み手となる「秋

のおはなし会」に 14 名の参加があった。 

 

③ 視覚障害者資料室のサービス 

   視覚障害者への対面朗読は、オンラインを含めた利用者数が延べ 204 人（前年度比 161.9％）、対

応した朗読者数が延べ 178 人（前年度比 222.5％）、朗読時間数が 355.08 時間（前年度比 177.0％）

であった。 

視覚障害者資料の貸出数は、自館資料の貸出が、個人 331 タイトル（前年度比 62.8％）で、他施

設から借り入れた資料の提供数は 2,344 タイトル（前年度比 81.1％）であった。自館資料の他施設

への貸出は、202 タイトル（前年度比 81.5％）であった。 

国立国会図書館のデータ送信事業として 2025 年３月までにアップロードした資料は 770 点で、

2024 年４月から 2025 年３月のダウンロード数は、7，284 件であった（2025 年４月国立国会図書館

からの報告による）。 

当館が加入している視覚障害者等への情報提供ネットワークシステム「サピエ」は、点字・録音

図書の施設間相互貸借のための書誌データベースのほか、電子図書館の機能もあることから、利用

者個人の「サピエ」への直接利用もサポートしている。国立国会図書館とサピエとは連携しており、

当館が国立国会図書館へアップしたデータも、サピエからダウンロードすることができる。2024 年

度は新たに当館を経由して１人が登録し、総数は 85 人となった。 

心身障害のため来館でのご利用が困難な方のために、郵送による資料の貸出を行っている。貸出

冊数は、801 点（前年度比 108.0％）であった。 

④ AV 室のサービス 

視聴覚資料（CD、DVDなど）の貸出は48,060点（前年度比93.8％）。 

AV 室展示として、「フレンチ・ミュージックの世界」、「メディア

が描いた戦争」、「チェコ音楽年 2024」、「エルヴィス・プレスリー

生誕 90 年」などテーマを決めて定期的に AV 資料（図書も含む）

の展示を行った。 

所蔵資料を上映する名画鑑賞会は、感染症拡大防止のため一時

休止していた。2022 年度より一部再開し、2024 年度は、５階大会

議室にて５回上映会を行った。 

⑤ 各コーナーの状況 

県立図書館としての役割や県行政を推進する観点から、次のテーマについて集約したコーナーを

設置している。 

ア 地域資料 

愛知県の人・事物について書かれた資料、県内行政機関の刊行物、その他本県に関する資料を

収集している。2024 年度末現在、開架に図書 42,545 冊、受入継続雑誌 303 タイトル、閉架も含

めると図書 91,950 冊、雑誌 1,383 タイトルを所蔵している。 

また、地域資料について来館者の方に知っていただくため、地域資料の展示をコーナーで実施

している。2024 年度には「名古屋で始まったセンバツ高校野球」「愛知県図書館の貴重資料―デ

ジタルアーカイブで新しく公開された資料―」というテーマで展示を行った。 

 

秋のおはなし会(11/22) 

AV 室展示「フレンチ・ミュージックの世界」

(6/14～9/11) 
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イ ビジネス情報コーナー 

起業の方法や業界情報、仕事術などビジネスに役立つ内容の資料、就職関係の資料を集約した

ビジネス情報コーナーを2005年３月に開設し、2016年度にはその一角に社史コーナーを設けた。

関連資料の収集を継続しており、2024 年度末現在、図書約 6,000 冊(うち社史は約 2,700 冊)と受

入継続雑誌 26タイトルを配置している。 

また、2024 年度は企画展示「想像力、無限大～高校生ビジ・グラにチャレンジ！～」、「起業・

事業承継を応援します！」を日本政策金融公庫他と共催で実施した。後者の展示期間中には、関

連イベントとして「新しいアイデアをビジネスの形に変える創業応援セミナー」を開催し 31 人

の参加があった。また、名古屋市新事業支援センターほかの企画で、６月から 11月までの毎月第

４土曜日に「土曜連続セミナー 小さなアイデアから大きな成功へ！新たな事業への６つのス

テップ！」と題して、６回の連続セミナーを開催した。累計 100 人の参加があった。各回のテー

マに即した関連展示も行い、展示する図書を途中で追加するなど、好評だった。 

10 月に STATION Ai、あいち創業館オープン記念として、スタートアップに関する図書の展示、

貸出を行い、また、「あいち県民の日」に関連して、「あいちの社史」を紹介し展示、貸出した。 

ウ ティーンズコーナー 

中学生・高校生に読書により親しんでもらうため、ティーンズコーナーを 2005 年３月に開設

した。2024 年度末現在約 8,000 冊を配置している。 

ティーンズコーナーのおすすめ図書を紹介してもらうために、利用者自身にイラストなどで

飾ったカードを作成してもらう参加型企画「てこぽん」（ティーンズコーナーポイント Get 大作

戦!）を継続的に開催し、利用促進を図っている。2024 年度は夏休み期間に、利用者の投票によ

り応募作の中から大賞を選ぶ「第 13 回てこぽん大賞」を実施した。 

エ 多文化サービスコーナー 

多文化共生社会への意識づくりと外国人県民の方への日本語教育等を支援するため、2006 年３

月に中国語、韓国・朝鮮語、ポルトガル語等で書かれた図書や日本語学習用の図書を備えた多文

化サービスコーナーを開設した。2019 年度には、コーナー内に外国人児童のための「絵本コー

ナー」（2024 年度末現在、約 600 冊）を設置した。2024 年度末現在、約 6,000 冊を配置しており、

文学や日本語学習用の図書を中心として安定した利用が続いている。 

オ 東三河コーナー 

「愛知県図書館と東三河地域の市町村及び観光団体との地域振興に係る情報発信の連携・協力

に関する協定」に関わる団体のほか、県東三河総局、東三河広域連合等と連携し、東三河の観光

情報を中心に最新パンフレットや地域情報誌（タウン誌）、イベントのチラシなど旬の情報を提

供している。2024 年度には企画展示「二度目の旅は図書館から～きてみて豊橋！花のまち～」、

講演会「豊橋の歩き方」、企画展示「第 13 回穂っとネット東三河フォトコンテスト入賞作品展」

を実施した。 

カ 観光情報コーナー  

県観光振興課、東三河８市町村を除く 46 市町村の観光関係当局及び地域の観光協会等と連携

し、東三河を除いた愛知県全市町村の観光情報等を提供することを目的として、2018 年 11 月に

開設した。主に観光パンフレットや地域情報誌（タウン誌）、イベントのチラシなどを提供してい

る。 

キ 地方行政・まちづくり支援コーナー 

地方行政や地域づくりに携わる利用者が基本的な事項や流れをワンストップで入手できるこ

とを目的として、2024 年３月に開設した。「地方行政、まちづくりの概論、総論」のほか、関連

項目として「観光」、「文化・芸術・スポーツ」、「中山間地域・離島振興」、「子育て、少子高齢社

会」、「多文化共生」の各分野に分類し、関連雑誌７誌とともに配置している。地域づくりの基本

的な指針となる愛知県の各施策に関しては、貸出できる資料を新たに受入れた。貸出できる図書
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約 200 冊でスタートし、2024 年度末には、約 350 冊の図書を配置している。 

ク 漫画で愛知コーナー 

漫画は今や国際的にも高く評価されている日本の文化一つである。「漫画」で表現された愛知に

対する県民の関心やニーズに応えることを目的として、愛知ゆかりの漫画家が「愛知を舞台や題

材として描いた漫画作品」を集めたコーナーを 2024 年３月に開設した。2024 年度末現在、33冊

を配置している。 

⑥ 情報提供サービス 

ア レファレンス 

レファレンス件数は 28,338 件（前年度比 106.1％）であった。内訳はカウンター等でのレファ

レンスが 20,193 件、電話が 7,713 件、文書（メール、ファックスによるものを含む。）によるも

のが 432 件であった。 

国立国会図書館が提供する「レファレンス協同データベース事業」にも 2004 年から参加して

おり、2024 年度末現在、481 件のレファレンス事例を登録・公開している。 

イ 愛知県図書館調べ方ガイド 

資料や情報の探し方について、テーマごとに案内する「調べ方ガイド」（A4 判、両面）を発行

している。館内で配布するとともに、当館の Web サイトでも公開している。2024 年度中には「新

聞記事の探し方」、「交通事故 遭ったら、起こしたら」、「職業・資格について調べる」、「雑誌記事・

論文の探し方」、「白書で調べる」、「日食・月食・天体観測について調べる」、「出産・育児につい

て調べる」、「会社について調べる」の内容を改訂した。2024 年度末現在 22点の「調べ方ガイド」

を公開している。 

ウ インターネット情報の提供等 

2024 年度の館内でのインターネット情報の閲覧用端末や、国立国会図書館が図書館向けに提供

するサービス及び商用データベース等を利用する専用端末の利用人数は、延べ 3,734 人（前年度

比 103.2％）であった。それぞれの詳細は次のとおりである。 

㋐ インターネット情報 当館２階で提供しているインターネット情報の閲覧用端末（２台）の

利用人数は、2024 年度 2,032 人（前年度比 125.9％）であった。 

㋑ 国立国会図書館が図書館向けに提供するサービス 

国立国会図書館デジタルコレクション 国立国会図書館のデジタル化資料のうち、インター

ネットで一般公開されておらず、絶版等の理由で入手困難な資料、約 203 万点が２階の専用端

末で閲覧・複写できる（2015 年５月サービス開始）。2024 年度の利用人数は延べ 163 人で、歴

史的音源（れきおん）との合計は 181 人（前年度比 71.5％）であった。 

歴史的音源（れきおん） 歴史的音源は 1900～1950 年頃の SP 盤等のデジタル化音源で、イ 

ンターネット公開している音源約 6,000 点と、参加図書館に限定して提供される資料約 43,000

点を２階の専用端末で聴取できる（2012 年３月サービス開始）。2024 年度の利用人数は 18人、

視聴タイトル数は延べ 347 タイトル（前年度比 56.4％）であった。 

㋒ 商用データベース等 当館の２階及び４階の専用端末で提供している商用データベースの

2024 年度の利用人数は 1,480 人（前年度比 87.8％）であった。（詳細は「２ 図書等の収集   

⑨ 商用データベース」参照）また、『名古屋タイムズ』、『日刊工業新聞』の電子版と、2022 年

度にデジタル化を行った『愛知教育』、『広小路文化』、『帝国菓子飴新聞』などの利用人数は合

計 41人（前年度比 64.1％）であった。 

⑦ フリーWi-Fi の運用 

無料公衆無線 LAN サービス「Aichi_Free_Wi-Fi」を全館で運用している。2024 年度の利用は延べ

136,237 回であった。 
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⑧ 企画展示・講演会等の実施 

利用者と資料をつなぎ、当館の利用を促進するとともに、図書館と資料を知ってもらうため、資

料展示や関連講演会等の企画を実施している。2024 年度には、１階エントランス Yotteko（ヨッテ

コ）等を活用し、資料の展示を 88回実施した。 

講演会では、県芸術劇場、県内博物館と連携した「文化芸術に関する

連続講座」を２回（参加者 計 125 人）、学術や技芸の第一線を一般向け

に解説する「リベラルアーツカフェ」を３回（参加者 計 185 人）実施

した。そのほか、「土曜連続セミナー小さなアイデアから大きな成功

へ！新たな事業への６つのステップ！」を６回（参加者 計 100 人）、

「電子書籍サービス KinoDen の使い方講座＆相談会」入門編および実践

編（参加者 計 16 人）、駐日インド大使館からの図書贈呈式および記念

イベント（ヨガセッション）（参加者 計 45 人）、「アイデアの宝庫！

J-PlatPat 使い方講座」（参加者 15 人）等を開催した。（詳細は「Ⅷ 

資料 ２ 展示及び講演会等」参照）  

 

４ インターネットを利用したサービスの状況 

① Web サイトのアクセス状況 

当館では Web サイトを 1996 年 10 月１日に開設、Web サイトでの蔵書検索を 2001 年３月６日に開

始した。2024 年度は 2025 年３月 14 日に Web サイトのリニューアルを行った。 

2024 年度の当館 Web サイトのトップページへのアクセス数は 740,175 回（前年度比 95.8％）で

あった。また、愛知県図書館の蔵書検索ページのアクセス数は 4,151,578 回（前年度比 135.5％）

であった。トップページのアクセス数に比して高い数値を示していることから、トップページを経

ずに直接蔵書検索を行う利用者が相当数いると考えられる。携帯サイトの総ページビューは 14,491

ページ（前年度比 117.8％）であった。また、携帯サイトは 2025 年２月で廃止された。 

② 横断検索「愛蔵くん」の利用状況 

横断検索「愛蔵くん」には、2024 年度末現在、愛知県図書館、東海北陸県立図書館（５館）、県

内市町村立図書館・公民館図書室（51 館）及び専門図書館（２館）、その他の図書館（１館）が参

加しており、横断検索のアクセス数は 334,161 回（前年度比 68.5％）であった。 

③ Web サイトでのデジタル化資料の提供 

当館では所蔵する貴重な地域資料のデジタル化を 2003 年から順次推進し、資料の種別ごとの個

別コレクションとして Web サイトに公開してきた。2025 年３月に「貴重和本」、「絵はがき」、「画像」

のコレクションを統合、デジタル行政資料を追加して「愛知県図書館デジタルアーカイブ」として

リニューアルし、複数のコレクションを一括で検索、閲覧できるアーカイブとなった。なお「絵図

の世界」については、高精細画像表示、過去の地名や現在の地図からの検索機能などの便利な機能

を活かすため、単独のアーカイブとして継続公開している。 

④ ナクソス・ミュージック・ライブラリー 

音楽配信サービス「ナクソス・ミュージック・ライブラリー」（2014 年４月から開始。クラシッ

クを中心として約 200 万曲以上、同時 20 アクセス）の 2024 年度の利用件数は、総計 18,058 件（前

年度比 90.3％）であった。 

⑤ 電子書籍サービス 

2021 年１月から、サービス提供を開始した。2024 年度のアクセス数は 57,249 件（月平均 4,771

件、前年度比 88.7％）であった。 

⑥ チャットボット 

2023 年９月 29 日から運用を開始した。2024 年度の返答回数は 10,775 回であった。 

  

「金城学院高等学校ハンドベルク

ワイアによるクリスマスコンサー

ト in 愛知県図書館」（12/14） 
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② 寄附等 

ア 「あいち Book サポーター」制度 

2022 年２月から開始した「あいち Book サポーター」には、企業・団体３件、個人５件から合

計 2,262 千円分のお申し出があり、図書等 555 冊、図書返却台１点、大型絵本用書架１点を寄附

していただいた。 

イ 雑誌スポンサー制度 

2023 年２月から開始した「愛知県図書館雑誌スポンサー制度」により、2024 年度は 15 のスポ

ンサーから 35誌の提供を受けた。 

 

９ 施設・設備の整備及び更新 

開館後 30 年以上が過ぎ、設備の老朽化が進んでいること、また、快適な図書館の利用環境を整備す

る観点から、簡易な修繕を随時行っているほか、機器の取替が必要な修繕は施設設備整備計画を立て、

予算化されたものから順次実施している。 

2024 年度は、電話交換機設備改修工事、５階ロビー天井等漏水工事、AV ホールプロジェクタの更新

を実施した。 

 

10 刊行物、広報 

① 刊行物 

当館の事業報告書である『事業年報』（1992～）の 2024 年度版を 11 月に

500 部発行した。また、当館のサービスや所蔵資料の活用法などを紹介する

館報『あゆち』（1991～、創刊当初から 2005 年までの誌名は『年魚市』）第

25 号（特集：愛知の博覧会～愛・地球博 20周年～）を１月に 8,000 部刊行

した。 

それぞれ冊子版を県内外の公共図書館や関係機関等に配布するとともに、

電子版を Web サイトに掲載している。『あゆち』については、館内で来館者

にも配布している。 

② 広報 

ポスターやチラシを使い企画展示の情報等当館の活動について広報するほか、マスメディアへも

情報提供を積極的に行っている。2024 年度は、ブロック紙及び全国紙５紙（中日、朝日、毎日、読

売、日経の各紙）に 12回、その他地方紙やタウン誌に７回、テレビ・ラジオに４回等、合計 23回

当館の活動等が紹介された。（詳細は「Ⅷ 資料 ３ 広報の結果」参照） 

また、当館の Web サイトでは、利用案内、企画展示の情報、館内の案内を始め様々な情報を掲載

し、随時更新している。2011 年３月から開館 20周年にあわせ Twitter（現「Ｘ」）の公式アカウン

トを開設し、2017年度からは Facebook、メールマガジンの配信を加えた。2020 年５月からはYouTube

に愛知県図書館チャンネルを開設し、動画配信も開始した。 

 

11 市町村立図書館等への支援・サービスの状況 

① 協力貸出の実施 

2024 年度の当館から県内・県外の図書館等への協力貸出数は、全体で 14,006 冊・点（前年度比

88.9％）であった。このうち、雑誌の協力貸出（発行から１年以上経過した雑誌のバックナンバー

を借受け館での館内閲覧に限り２週間貸出）冊数は 20冊（前年度比 32.3％）であった。 

② 相互貸借の支援 

2024 年度の当館を経由した東海・北陸地区（岐阜県、三重県、富山県、石川県、福井県及び本県） 

内の相互貸借冊数は、全体で 42,937 冊（前年度比 99.7％）であった。このうち県内図書館同士の

相互貸借は 40,241 冊（東海・北陸地区全体の 93.7％）であった。 

あゆち第 25号「愛知の博覧会

～愛・地球博 20 周年～」 
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③ 貸出文庫の実施 

図書館未設置町村に図書や紙芝居を貸与する貸出文庫を実施している。図書 500 冊を上限に１年

間貸与する基本図書と、図書 80 冊、紙芝居７組を３か月間貸与する流通図書の２種類を組み合わ

せて運用しており、2024 年度は図書館未設置７市町村のうち４町村（南知多町、設楽町、東栄町、

豊根村）６施設に計 2,003 冊・組を貸与した。 

④ 県内学校（図書館）の支援 

学校での読書活動及び学習活動支援のため貸出サービスを実施している。2017 年度からは、県立

学校に対して地元の市町村立図書館を経由する方式での貸出サービスを開始した。サービス対象校

については順次拡大し、2024 年度末には 34 校となった。2024 年度中は、このうち 19 校に対し 1,490

冊を、この方式で貸出した。また、課題解決学習を始めとした探究活動や修学旅行等の事前学習の

際に幅広く活用していただけるテーマごとの学校貸出用セットを用意し、県立学校等への貸出しを

行った。 

⑤ あいちラストワン・プロジェクト 

県内で１図書館のみが所蔵する希少資料（ラストワン）を将来にわたって確実に保存し、利用で

きるよう県内市町村立図書館と協同して取り組んでいるプロジェクトで、2013 年１月から試行し、

2014 年 10 月から実施している。県内の図書館を設置する 47 市町村全てと常滑市が参加しており、

2024 年度は、市町村立図書館において保存が困難とされた 1,860 冊の希少図書の県図書館への搬入

を許可し、順次整理している。 

⑥ 図書館職員・関係者向け研修の実施 

県立図書館として、図書館職員の資質向上を目的に、当館が単独で、また当館に事務局を置く愛

知県公立図書館長協議会及び愛知図書館協会等と連携・協力して、県内の図書館職員・関係者向け

に研修を実施している。2024 年度に実施した研修は次のとおりである。 

ア 図書館協力担当者新任研修会 

協力貸出・相互貸借業務を新たに担当する職員を対象とした研修で、例年５月から６月にかけ

ての時期に愛知県図書館で開催している。2024 年度は５月 23 日（木）に開催し、56人が参加し

た。 

イ 東海北陸地区公共図書館研究集会 

東海北陸地区公共図書館協議会の会員館が持ち回りで開催する研修で、「図書館の多文化サー

ビス～多文化共生社会に向けて～」をテーマとして愛知県公立図書館長協議会及び愛知図書館協

会と共催で 11月７日（木）に開催し、33 人が参加、111 人が録画配信を視聴した。 

ウ 愛知県公立図書館長協議会及び愛知図書館協会の研修 

愛知県公立図書館長協議会が実施する研修は、公立図書館職員としての知識や技術の習得を目

的に、公開講座方式のほかワークショップなど参加型のものを、ヤングアダルト（YA）サービス

連絡会による研修を含め実施している。また、愛知図書館協会が実施する研修は、実務への応用

を主眼に、講義と演習を組み合わせた連続講座形式のものも実施している。例年実施している児

童サービス研修は集合研修により、連続講座のほか講演形式の拡大講座を愛知県公立図書館長協

議会と共催で実施した。また、レファレンスサービス研修は、集合研修及び録画配信の拡大講座

のほか、演習をオンライン講義や課題添削などにより実施した。 
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② 図書館の運営 

県内で図書館業務に指定管理者制度を導入している公共図書館は全95館（分館含む）中31館で、

その内訳は図書館業務全般への導入が 27 館、施設管理のみ導入が４館（当館含む）である。また、

図書館設置自治体（47）のうち、１県３市町（７館）が首長部局の所管する図書館で、６市（11 館）

では、地方自治法に基づく補助執行により、首長部局が図書館の運営を担当している。 

 

２ 関係機関 

愛知県教育委員会 社会教育及び学校教育に関する事務事業を所管していることから、公共図書

館・学校図書館に関係する次の事業に当館が協力した。 

① 県立高等学校司書教諭研修会 

学校現場で読書活動を担当する司書教諭のための研修会。2024 年 10 月 9 日（水）に当館５階の

大会議室で開催された。当館は会場を提供するほか、講師として職員（２人）を派遣し、YAサービ

スのレファレンス等について講義を実施した。参加者 56 人。 

② 学校図書館関係職員研修 

県立学校図書館における図書館資料の利用に従事する事務職員・実習教員対象の研修会。2024 年

11 月 13 日（水）に当館５階の大会議室で開催された。当館は会場を提供するほか、講師として職

員（１人）を派遣し、高校支援サービスについて講義を実施した。参加者 32 人。 

③ 愛知県子供読書活動推進事業 

愛知県子供読書活動推進事業として開催している、愛知県子供読書活動推進大会、中・高校生ビ

ブリオバトル愛知県大会に会場を提供した。中・高校生ビブリオバトル愛知県大会の予選は、10月

20 日（日）に当館５階の大会議室・中会議室で開催された。中・高校生ビブリオバトル愛知県大会

決勝及び愛知県子供読書活動推進大会講演会は、10 月 27 日（日）に当館５階の大会議室で開催さ

れ、小説紹介クリエイターけんご氏による講演会が行われた。当館は、図書の展示、当館職員によ

る「愛知県図書館の紹介」を行い、運営に協力した。参加者 149 人。 

 

当館は、以上のような県教育委員会の学校図書館振興や子供読書活動推進に係る事業に協力するほ

か、高卒資格を取得していない方などのために学び直しの機会を提供する県教育委員会の「若者・外

国人未来応援事業」にも、生涯学習の場と機会を提供するという図書館の立場から、会場を提供する

など協力している。 

 

３ 関係団体 

① 愛知県公立図書館長協議会 

愛知県公立図書館長協議会は、1968 年、県内公立図書館相互の連絡と図書館活動の推進を図るこ

とを目的に設立された。2025 年４月１日現在 69 館（図書館設置の県市町村及び名古屋市分館）が

加入しており、図書館業務に関する研修会、調査等の事業を実施している。同協議会には、ヤング

アダルト（Young Adult：YA）サービスに関する情報を広く収集し周知することを目的とした YAサー

ビス連絡会と、公立図書館のネットワークに関する諸問題を検討することを目的とした図書館ネッ

トワーク研究会が設置されている。 

2024 年度、YA サービス連絡会では、例年開催している図書館職員向け研修会を集合研修及び録

画配信で実施するとともに、YA 向けブックガイド『ティーンのための Aichi Librarians’ Choice 

A・L・C（あるく）』第 12号を作成、公開した。また、図書館ネットワーク研究会では、県内図書館

が同一のテーマで展示やイベントを行う「＠（アット）ライブラリー」事業を実施した。６月から

11 月まで開催したテーマ「オリンピック！」には 38 館が参加し、50 イベントの登録、11 月から

2025 年５月までのテーマ「愛知ゆかりの著名人！」には 2025 年３月末現在、17館が参加し、21イ

ベントの登録があった。 
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・利用者スペースの拡充など、サードプレイスとしての機能の充実について、長寿命化改修工

事の機会をとらえ検討（新規） 

 始め 13 事業 

【３】 「ネットワークのハブとなる図書館」に向けた取組 

⇒ ・県内市町村立図書館との資料搬送定期便を運行 

・協力貸出や遠隔地返却の広報等を充実させ、利用促進を図る（新規） 

・県図書館と市町村立図書館職員との人事交流を実施 

・図書館地区別（東海・北陸地区）研修を、集合形式のほか、オンライン形式を採用し、参加

受講しやすいように開催（新規） 

 始め 22 事業 

【４】 「デジタル技術の活用により新たな社会に対応する図書館」に向けた取組 

⇒ ・読書バリアフリー推進の観点も踏まえ、電子書籍のコンテンツの充実を図るとともに、利用

者拡大に向けた分かりやすい Web サイトや効果的なＰＲの方策を検討・実施 

・デジタルアーカイブの「ジャパンサーチ」との連携を目指す（新規） 

・明治期地域新聞マイクロフィルムをデジタル化し、館内の端末で公開（新規） 

 始め８事業 

【５】 「持続可能なサービス環境を備えた図書館」に向けた取組 

⇒ ・県の拠点図書館としての役割について理解を深め、司書職員の専門性の向上、育成を図る館

内研修を実施 

・長寿命化改修工事について、基本設計及び実施設計に盛り込む必要性がある改修箇所を精査

し、調整を行う（新規） 

 始め 12 事業 

 

４ 図書館専門委員会での主な意見 

  2025 年７月８日(火)に 2025 年度図書館専門委員会を開催し、2024 年度事業の点検・評価及び 2025

年度の事業計画などについて、協議・検討を行った。その概要は次のとおりである。 

① 2024 年度事業の点検・評価について 

・協力貸出冊数と電子書籍のアクセス件数が、前年度より下がった理由について分析しているか。 

 

①について、専門委員会として了承した。 

 

② 2025 年度の事業計画について 

・SNS について、特に若い世代に向けての発信は、文字だけでなく画像や動画を活用して欲しい。

また、SNS で発信する際には、興味を持つような見せ方を工夫して欲しい。 

・県図書館が電子書籍サービス「KinoDen」を導入していることは、市町村図書館としてはありがた

い。レファレンスで活用、利用者に紹介するなど、市町村の図書館が周知に協力できればと思う。 

・長寿命化改修工事後、20～30 年という長期間使うことを考えて、せっかくの機会なので利用者が

使いやすく魅力的な図書館になるよう長寿命化改修工事に合わせて、サードプレイスとしてのあ

り方や館内のレイアウトなどの変更について、他の図書館を参考に検討して欲しい。そして改修

工事が終わり開館したときに、リニューアルしたことが一目で分かると良い。 

 

②について、専門委員会として了承した。 
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2024年度事業の点検・評価及び2025年度の事業計画（詳細）

評価：B

事業
番号

事業
番号

次年度計画

〇誰でも利用しやすい図書館サービスの推進

1 1

NEW！
県図書館から市町村立図書館
等（学校（図書館）を含む）
に向けて、13,000冊の協力貸
出を目指します。また、協力
貸出や遠隔地返却の広報等を
充実させ、利用促進を図りま
す。【46再掲】

2 2 継続実施【47再掲】

3 3 継続実施

4 4

電子書籍について、読書バリ
アフリー推進の観点も踏ま
え、新たなタイトルの購入を
検討します。また、利用者拡
大のため、分かりやすいWeb
サイトや効果的なPRの方策を
検討・実施します。【68再
掲】

5 5 継続実施

すべての県民が質の高い図書館サービスを受けることができるように努めます。
県図書館への来館が困難な人へは、市町村立図書館等の協力を得たり、インターネットを利用し
たりして資料や情報を提供します。
また、障害者、高齢者、外国人などへの図書館サービスの充実を図ります。

取組

事業内容及び取組状況

県図書館から市町村立図書館等（学校（図書館）を含む）
に向けて、年間16,000冊以上の協力貸出を目指します。
【46再掲】

≪取組結果≫
○県内図書館等への協力貸出 12,945冊･点（図書･雑誌･
  AV）

県内図書館等の蔵書横断検索システム「愛蔵くん」や「雑
誌・新聞総合目録」を提供するとともに、内容の充実を図
ります。【47再掲】

≪取組結果≫
〇「愛蔵くん」に相互貸借機能を追加。運用について検討

した。
○「雑誌・新聞総合目録」は市町村立図書館からの提出

データをもとに2024年度版への更新を行った。

来館のほか、メールや電話によるレファレンスサービスを
提供します。

≪取組結果≫
〇レファレンス件数 28,338件

電子書籍について、新たなタイトルの購入を検討します。
また、利用者拡大のため、効果的なＰＲの方策を検討・実
施します。【68再掲】

≪取組結果≫
○新規タイトル194点購入。
○新たに電子書籍月間ランキングのWebサイトへの掲載を

開始。
○電子書籍サービス使い方講座（入門編・実践編）を実

施。(9/20、12/13)
○電子書籍トップページのおすすめ図書の更新、SNSでの

広報を行った。
○電子書籍へのアクセス件数 月平均4,771件

資料やサービス環境を整備し、利用者のニーズに応える
サービスの提供に努めます。また、アンケートの実施等に
より、今後のサービス内容検討のための資料とします。

≪取組結果≫
○来館者アンケートでの「来館の目的が達成できた」が
  86.4％

目指す
べき姿

１ すべての県民の「知りたい」に応える図書館

取組状況への評価Bの理由：
概ね順調に取組を進めることができた。読書バリアフリー推進チームを立ち上

げ、館内外における展示や館内ツアーを行い多くの方にサービスを周知できた一方
で、協力貸出冊数が目標に達しなかったため。

(1) すべての県民への図書館サービスの提供

主な
施策

2024年度 2025年度

別表
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

○障害者、高齢者、外国人など様々な県民への図書館サービスの充実

6 6

NEW！
読書バリアフリー推進チーム
の活動を継続し、読書に障害
のある方へのサービスや資料
のさらなる充実、より多くの
方への周知を行います。ま
た、視覚障害者等への対面朗
読や録音図書作成サービスを
充実させるため、朗読協力員
を追加募集し、養成講座を開
催します。

7 7 継続実施

8 8 継続実施

9 9 継続実施

10 10 継続実施

2025年度

大活字本、読み上げ機能に対応した電子書籍など、高齢者
にもやさしい資料の充実に努めます。また、読書補助具の
点検を行い、必要に応じて更新等を実施します。

≪取組結果≫
○大活字本について94冊を収集した。
○読書補助具の点検を随時実施。
○読み上げ機能に対応した電子書籍33点を新規タイトル
  として追加。

多文化サービスコーナーの資料充実のため、各外国語図書
や日本語学習用資料について、100冊を目標に収集します。

≪取組結果≫
○多文化サービスコーナー用の各外国語図書及び日本語学

習用資料について、143冊(うち電子書籍４冊)を収集し
た。

多文化サービスコーナーの活用を図るためコーナーの利便
性向上や効果的な広報に努めます。

≪取組結果≫
○各言語及びやさしい日本語による2024年度版の案内を作
  成し、チラシの配布とWebサイトへの掲載を行った

（8/11）。
○「外国人県民による多文化共生日本語スピーチコンテス

ト」の会場（当館5階大会議室）で図書展示及びコーナー
案内チラシの配布を行った（8/17）。

NEW！
読書バリアフリー推進チームを立ち上げ、読書に障害のあ
る方へのサービスや資料の充実を図るとともにより多くの
方に周知を行います。

≪取組結果≫
○読書バリアフリー推進チーム設置。
○展示「読書バリアフリー いろんな「読む」のカタチ」

（7/12～8/7)、関連企画「愛知県図書館バリアフリーツ
アー」（8/7）

○読書バリアフリーPRのための出張展示「読書バリア
フリー いろんな「読む」のカタチ」（11/21 イオン
モールNagoya Noritake Garden）

○SNSでの広報、当事者団体や関係機関へ情報を提供し
た。

○貸出、他館からの借受、制作（15点)により録音資料を
  提供した。

障害により来館困難な方へ郵送による貸出を行います。

≪取組結果≫
○郵送貸出登録者 104人
○郵送貸出冊数 801冊

2024年度

事業内容及び取組状況

主な
施策
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

○児童やティーンズに読書の楽しみを伝え知の力を育てる活動

11 11

NEW！
若い人たちに読書の楽しみを
伝えるため、児童向け「おは
なし会」や参加型イベントを
実施するほか、ティーンズ
コーナー利用者に向けた資料
展示や参加型企画（てこぽん
大賞）を行います。
また、より多くの方に当館の
活動を知ってもらうため、イ
ンターネットやSNSなどによ
る情報発信を行うとともに、
館外でのイベント等を実施し
ます。

12 12 継続実施【59再掲】

13 13 継続実施【60再掲】

14  14 継続実施

2025年度

児童やティーンズを対象としたサービスや講演会・セミナーを始めとした生涯学習の支援など、
人の成長・学びを支える活動を進めます。

取組

(2) 人の成長・学びを支える活動

若い人たちに読書の楽しみを伝えるため、児童向け「おは
なし会」や参加型イベントを実施するほか、ティーンズ
コーナー利用者に向けた資料展示や参加型企画（てこぽん
大賞）を行います。
また、インターネットやSNSなどによる情報発信を行いま
す。

≪取組結果≫
○おはなし会を68回、夏のおたのしみ会「体をうごかす

おはなし会」(8/1）、あいち県民の日連携事業「秋の
おはなし会」（11/22）を実施した。

○夏の展示「応援！読書感想文＆自由研究」（7/12～
9/11）を実施した。

○ティーンズコーナー利用者に向けた資料展示（7/12～
9/11,12/13～2/24)と参加型企画（てこぽん大賞）（7/12
～9/11）を実施した。

○「ラーケーションの日」制度利用の来館者にしおり配
  布。
○随時SNS等により情報発信した。

子供の読書活動推進のため、学校図書館の運営に対する助
言や支援ができるよう体制を整備し、積極的に市町村立図
書館や学校等へ職員を派遣します。【59再掲】

≪取組結果≫
○県立尾北高校(8/20)を訪問し、学校支援サービスについ

て説明した。
〇教育委員会等主催の講座に講師・スタッフを派遣した。
・司書教諭研修会（10/9）【主催：県教委高等学校教育

課】
・愛知県子供読書活動推進大会 中・高校生ビブリオバト
  ル愛知県大会2024（10/27）【主催：県教委あいちの学び

推進課】

県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表の場として
Yotteko等を活用した企画展示を実施します。【60再掲】

≪取組結果≫
○以下の企画展示を実施した。
・愛知県統計グラフコンクール金賞作品パネル展（6/14～

7/10）【県統計課】
・愛知県定時制通信制生徒による作品発表会（9/13～

10/9）【愛知県高等学校定時制通信制教育振興会】
・心の輪を広げる体験作文・障害者週間ポスター愛知県
  入選作品展（12/13～1/8）【県障害福祉課】

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況

子供読書活動推進にかかわる関係機関や団体等と連携・協
力し、イベントや企画展示を実施します。

≪取組結果≫
〇以下のイベントを実施した。
・本の帯コンクール優秀作品巡回展示（5/10～5/19）
 【名古屋市教委】
・青少年によい本をすすめる県民運動（9/13～11/13）
 【県社会活動推進課】
・愛知県子供読書活動推進大会 中・高校生ビブリオバト

ル愛知県大会2024（10/27）【主催：県教委あいちの学び
推進課】
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

15 15 継続実施

○県民の知的欲求に応え生涯学習に資する講座等の開催

16 16 継続実施

17 17 継続実施

18 18 継続実施

事業
番号

事業
番号

次年度計画

〇レファレンスサービスのさらなる充実

19 19 継続実施

20 20 継続実施

21 21 継続実施

2025年度

取組

(3) 県民の求める情報を提供するための資料・サービスの充実

これまで力を入れてきたレファレンスサービスのさらなる充実に努めるとともに、拠点図書館と
しての役割を果たすべく継続的かつ計画的な資料の収集及び保存を行っていきます。

2024年度

事業内容及び取組状況

主な
施策

利用者自身が調べる際の手助けとなる「調べ方ガイド」を
充実させます。

≪取組結果≫
○公開中の「調べ方ガイド」を点検し、使いやすいもの
  に改訂した。
国立国会図書館のレファレンス協同データベースに、事例
を20件以上登録します。

≪取組結果≫
○レファレンス協同データベース事例登録（一般公開）

20件

レファレンスサービス関連の研修を、適切かつ効果的な手
法を検討し実施します。

≪取組結果≫
○レファレンスサービスの手法・心得についての館内研修

を録画配信により実施した(11/15～11/29)。
○国立国会図書館のインターネットサービスについての館

内研修を集合形式及び録画配信により実施した(12/12、
12/17～1/31)。

事業内容及び取組状況

2024年度 2025年度

愛知芸術文化センター（栄施設）の各施設や陶磁美術館、
愛知県公立大学法人の各大学等と連携して、第一線の文化
芸術活動を一般の方に紹介する講演会や企画展示を実施し
ます。

≪取組結果≫
○文化芸術に関する連続講座では愛知県芸術劇場と１回、

リベラルアーツカフェでは愛知県陶磁美術館と２回、
愛知県立大学と１回連携した。

○講座と連携した企画展示を随時開催した。

利用者の調査研究を支援するため、各種データベースの活
用講座などを実施します。

≪取組結果≫
〇J-PlatPat(知財の総合データベース）使い方講座を開催

した(10/24）。
○新聞記事データベース使い方講座を開催した（12/7）。

健康に関する相談会・講座等の企画を専門機関や外部の団
体と連携して実施します。

≪取組結果≫
○がん相談会（7/12）、認知症サポーター養成講座

（10/24）を実施した。

主な
施策

若者・外国人未来応援事業（高校中退者等を対象とした高
卒認定試験合格のための学習支援及び外国人を対象とした
希望の進路実現のための日本語学習支援）を実施する教育
委員会に協力し、会場や資料・学習場所の提供を行いま
す。

≪取組結果≫
○通年で実施した。
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

〇拠点図書館としての継続的かつ計画的な資料収集及び保存

22 22

拠点図書館としての役割を果
たすとともに、魅力ある特徴
的なコレクションを構築し、
蔵書検索アクセス数が年間
500万件以上となるよう努め
ます。

23 23 継続実施

24 24 継続実施

25 25

NEW！
地域資料を調査し、順次デジ
タルアーカイブで公開しま
す。また、明治期地域新聞マ
イクロフィルムをデジタル化
し、館内の端末で公開しま
す。なお、デジタルアーカイ
ブは「ジャパンサーチ」との
連携を目指します。【69再
掲】

26 26 継続実施

27 27 継続実施【53再掲】

〇寄附制度（あいちBookサポーター等）を活用した資料の充実

28 28 継続実施

29 29 継続実施

事業内容及び取組状況

拠点図書館としての役割を果たすとともに、魅力ある特徴
的なコレクションを構築し、蔵書検索アクセス数が年間210
万件以上となるよう努めます。

≪取組結果≫
〇蔵書検索アクセス数 4,151,578回

重点分野の資料について、図書購入費全体の50％以上を占
めるように努めます。

≪取組結果≫
○重点分野の資料について、図書購入費全体の55.8％を

占めた。

非流通図書である社史、団体史等について、100点以上の受
入れを目標に、必要な資料を調査・選定し、収集に努めま
す。

≪取組結果≫
〇寄贈依頼する社史を順次選定し寄贈を依頼した。2024年

度ビジネス資料コーナーで新たに受け入れた社史は125冊
であった。

主な
施策

NEW！
公開中デジタルアーカイブを新システムに移行させるため
の準備を行います。【69再掲】

≪取組結果≫
○Webサイトで公開していた「貴重和本」、「絵はがき」、

「画像」のコレクションを統合、デジタル行政資料を
追加し、「愛知県図書館デジタルアーカイブ」として
一括で検索、閲覧できるようにした。

補修の必要な革装図書の調査を行います。

≪取組結果≫
○2024年度分実地調査を完了した。

あいちラストワン・プロジェクトを効果的に進めます。
【53再掲】

≪取組結果≫
○プロジェクト参加館に各館ラストワンの特定データを、

AICHI.LLネットで提供(5/31)。
○プロジェクト参加館に資料移管希望調査を実施(7/25～

9/30)。
○移管希望21館に対し、審査結果を回答(1/30、3/14)。

2024年度 2025年度

「あいちBookサポーター」制度をPRして企業や個人からの
寄附の受け入れを継続し、資料の充実を図ります。

≪取組結果≫
○「あいちBookサポーター」として８件（企業・団体３

件、個人５件）の寄附を受領し、555冊の図書等の充実を
図った。

○名古屋商工会議所を始めとした24の経済団体を訪問し、
「あいちBookサポーター」への協力を依頼した。

「雑誌スポンサー制度」のPRに努め、提供雑誌のさらなる
拡充を図ります。

≪取組結果≫
○15の企業・団体から提供された35誌を２階に設けたコー
 ナーで提供した。
○名古屋商工会議所を始めとした24の経済団体を訪問し、
 「雑誌スポンサー制度」への協力を依頼した。
〇PRのため、チラシ・ポスターの新規作成や書架の配架方
  法の変更を行った。
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

○豊富な地域資料やビジネス関係資料を用いた情報提供等による活動支援

30 30

Webサイトの「愛知県関係地
域資料ポータル」を整備しま
す。また、県内他機関のデジ
タルアーカイブ等地域資料情
報へのリンクを最新の情報に
更新します。【70再掲】

31  31

ビジネスに必要な資料の収集
やレファレンスサービスを提
供します。また、ビジネス情
報コーナー利用者のニーズを
満たす関連資料の展示やイベ
ントを企画し、専門機関や外
部の団体と連携して実施しま
す。

32 32 継続実施

2025年度

(4) 地域の文化・産業を支える図書館運営

地域資料及びビジネス関係資料の充実を図ることで地域の文化・産業を支える図書館運営を行っ
ていきます。

県内他機関のデジタルアーカイブ等地域資料情報へのリン
クを整備し、Webサイトの「愛知県関係地域資料ポータル」
を充実させます。【70再掲】

≪取組結果≫
○当館所蔵資料と同様に県内公共図書館のデジタルアーカ

イブ等地域資料情報にもアクセスできるよう、Webサイ
ト「デジタルアーカイブ」にリンクを整備した。

資料の収集、レファレンスへの対応に加えて、講演会や所
蔵資料の展示事業も実施します。また、専門機関や外部団
体と連携をとり、利用者のニーズを汲み取りながらビジネ
スに関する情報支援ができるように努めます。

≪取組結果≫
○以下の展示及びイベントを開催した。
・展示「創造力、無限大 ～高校生ビジ・グラにチャレン

ジ！～」(7/12～9/11)【連携：日本政策金融公庫】
・イベント「土曜連続セミナー 小さなアイデアから大きな

成功へ！新たな事業への６つのステップ！」【連携：名
古屋市新事業支援センターほか】(全６回)。期間中、関
連展示を実施。

・イベント「アイデアの宝庫!J-PlatPat使い方講座」【連
携：INPIT(工業所有権情報・研修館)】(10/24)

・展示「STATION Ai・あいち創業館開館記念展示」
(10/11～12/11）

・展示「起業・事業承継を応援します！」【連携：日本政
策金融公庫ほか】(2/14～4/9）関連イベント開催(3/22）

地域づくりに関わる方々への支援を目的とし関連資料を集
めたコーナー「地方行政・まちづくり支援コーナー」につ
いて、資料の収集、広報につとめて充実を図り、利用され
るコーナーを目指します。

≪取組結果≫
〇コーナー設置にあたり、展示「はじめまして。地方行政

・まちづくり支援コーナーです」を開催(3/15～4/10）。
〇県庁本庁舎デジタルサイネージで、2024年４月の１か月

コーナーのPRポスターを掲出。
〇コーナーに配架する図書を選書、充実に努めている

（2025年３月末現在、354冊を配架）。

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況

取組
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

○Yotteko（ヨッテコ）における交流の場としての新展開

39 39 継続実施

40 40 継続実施

41 41 継続実施

42 42 継続実施

○ボランティア活動の機会の提供

43 43 継続実施

指定管理者と連携したイベントを実施します。

≪取組結果≫
〇指定管理者の自主事業として以下の展示及びイベントを

開催した。図書館では関連した資料展示を実施した。
・音楽と絵本のミニコンサート（7/14、7/28）
・子供と楽しめるレコードコンサート（8/3）
・期間中にカフェで限定メニューを提供。

読み聞かせボランティアや視覚障害者等への朗読ボラン
ティアの活動機会を提供するとともに、ボランティアを対
象とした研修会を実施します。

≪取組結果≫
○朗読協力員研修講座（2/20）、読み聞かせボランティア

勉強会（12/3）実施した。
○読み聞かせボランティアにおはなし会での読み聞かせを

依頼。
○朗読協力員に対面朗読、録音図書作成を依頼。

事業内容及び取組状況

取組

(6) 賑わい創出と県民の交流を促す場づくり

Yotteko（ヨッテコ）等を活用して、企画展示、イベントを行うことで、県図書館が賑わい創出
と県民の交流の場となるよう努めます。
さらに、県民との協働、社会参加を促す図書館づくりに努めます。

主な
施策

「あいち県民の日」（11/27）に関連する展示やイベントを実施しま
す。

≪取組結果≫
○以下の展示・イベントを実施した。
・展示「あいちゆかりの人物伝 城山三郎展」（10/11～

12/11）、「あいちの社史」（11/15～1/8）
・イベント「秋のおはなし会」（11/22）
・講演会「三河諸藩の参勤交代と江戸藩邸」（11/24）
〇11/27に、貸出冊数・点数を通常より増やして貸出しし

た。

図書館資料を使った企画展示及び関係機関や団体と連携し
たセミナー、ワークショップなどのイベントを開催しま
す。

≪取組結果≫
〇実施回数 展示88回、イベント105回
〇イベント例
・インド大使館図書贈呈式と記念イベント（ヨガセッショ

ン）（10/22）
・金城学院高等学校ハンドベルクワイアによるクリスマス

コンサートin愛知県図書館（12/14)

話し合いができるグループ学習席など、人が集まり交流す
る明るい空間を提供します。

≪取組結果≫
○グループ学習席を提供し、イベント開催なども実施し

た。

2025年度2024年度
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

○館内スペースの有効活用

44 44

NEW！
利用者スペースの拡充など、
サードプレイスとしての機能
の充実について、長寿命化改
修工事の機会をとらえ検討を
進めます。

45 45 継続実施

2025年度

若者や社会人の学習活動を支援するため、大会議室での学
習室開放を実施します。

≪取組結果≫
○大会議室学習室開放 40回

新しい場作りやゾーニングについて、他館の状況などの情
報収集を行い検討します。

≪取組結果≫
〇学校等への館内スペースの提供について、試行を踏まえ

て本格実施した。
〇ふだん利用されていない場所を活用した展示を実施し

た。（５階大会議室前壁面「「家庭の日」県民運動啓発
ポスター入賞作品展」、２階EV前ロビー「『源氏物語』
に見る平安貴族社会」「あいちゆかりの人物伝 城山三
郎展」）

〇長寿命化改修工事を見据え、来館者アンケートで利用
したいスペースについて質問した。

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況
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評価：B

事業
番号

事業
番号

次年度計画

○市町村立図書館等への支援（協力貸出、運営支援、市町村の人材育成）

46 46

NEW！
県図書館から市町村立図書館
等（学校（図書館）を含む）
に向けて、13,000冊の協力貸
出を目指します。また、協力
貸出や遠隔地返却の広報等を
充実させ、利用促進を図りま
す。【１再掲】

47 47 継続実施【２再掲】

48 48 継続実施

49 49 継続実施

50 50 継続実施

51 51 継続実施

目指す
べき姿

３ ネットワークのハブとなる図書館

取組状況への評価Bの理由：
概ね順調に取組を進めることができた。学校貸出用セットの用意や、県図書館を

取り巻く団体との連携等、ネットワークのハブとしての事業を実施した一方、協力
貸出冊数が目標に達しなかったため。

主な
施策

取組

(7) 市町村立図書館等への支援

県民の身近にある市町村立図書館等がより質の高い図書館サービスを提供できるよう、資料の提
供・保存、運営の支援、人材育成などの支援に一層力を入れていくとともに、県立学校等に対し
ても資料の提供、講師等の派遣により、連携を深めていきます。

県図書館から市町村立図書館等（学校（図書館）を含む）
に向けて、年間16,000冊以上の協力貸出を目指します。
【１再掲】

≪取組結果≫
○県内図書館等への協力貸出 12,945冊･点（図書･雑誌･
  AV）

県内図書館等の蔵書横断検索システム「愛蔵くん」や「雑
誌・新聞総合目録」を提供するとともに、内容の充実を図
ります。【２再掲】

≪取組結果≫
〇「愛蔵くん」に相互貸借機能を追加。運用について検討

した。
○「雑誌・新聞総合目録」は市町村立図書館からの提出

データをもとに2024年度版への更新を行った。

安定した資料搬送のため、予算確保や運行の効率化に努
め、週１回の資料搬送定期便を維持します。

≪取組結果≫
○年間を通し、週１回の資料搬送定期便の運行を行っ
  た。
〇市町村立図書館職員に適切な利用方法を周知して効率
  化に努めるとともに、予算を確保し2025年３月から１
  年間の業者との契約を行った。

「＠ライブラリー」の実施について、県図書館が愛知県公
立図書館長協議会等のネットワークを通じて、企画調整や
広報の充実を行います。

≪取組結果≫
○「オリンピック！」(6/18～11/8)及び「愛知ゆかりの著

名人！」（11/15～5/9）の開催について広報を実施。

県図書館の市町村立図書館へのサポートのニーズを把握
し、それぞれの地域での読書推進活動に資するため、市町
村の中央図書館のうち10館以上を、計画的に訪問します。

≪取組結果≫
○市町村の中央図書館10館を訪問した。

図書館未設置自治体についても、公民館図書室等の施設や
読書推進活動の担当課等を１以上訪問し、図書館未設置自
治体での読書推進活動を把握します。

≪取組結果≫
○常滑市青海公民館を訪問した(2/18)。

2024年度

事業内容及び取組状況

2025年度
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

52 52 継続実施

53 53 継続実施【27再掲】

54 54 継続実施

55 55
県図書館と市町村立図書館職
員との人事交流を実施しま
す。【80再掲】

○県立学校等との連携

56 56 継続実施

57 57

県図書館から学校（図書館）
に向けて年間3,500冊以上の
協力貸出を目指します。（市
町村立図書館等への協力貸出
と合わせて13,000冊を上回
る）

図書館未設置市町村に対して、貸出文庫の貸与のほか、相
互貸借を拡充します。

≪取組結果≫
○第１回発送(7/9、４町村６施設)
○第２回発送(11/12、４町村６施設)
○第３回発送(3/25、４町村６施設)
○貸出文庫担当者会議で相互貸借の利用について周知し
  た(2/27)。

あいちラストワン・プロジェクトを効果的に進めます。
【27再掲】

≪取組結果≫
○プロジェクト参加館に各館ラストワンの特定データを、

AICHI.LLネットで提供(5/31)。
○プロジェクト参加館に資料移管希望調査を実施(7/25～

9/30)。
○移管希望21館に対し、審査結果を回答(1/30、3/14)。

県図書館から学校（図書館）に向けて年間3,500冊以上の協
力貸出を目指します。（市町村立図書館等への協力貸出と
合わせて16,000冊以上）

≪取組結果≫
○学校(図書館)への協力貸出 2,935冊･点(図書･AV)

2025年度

愛知図書館協会等のネットワークを活用し、県内図書館の
状況の把握と研修に対する要望を踏まえ、時宜に適した内
容の研修を、適切かつ効果的な手法を検討し実施します。

≪取組結果≫
○以下の研修を実施した。
・愛知県公立図書館長協議会第１回研修～第４回研修、

新任者研修
・愛知県公立図書館長協議会YAサービス連絡会研修
・愛知図書館協会児童サービス研修拡大講座、連続講座

第１回～第４回、ステップアップ研修
・愛知図書館協会レファレンスサービス研修拡大講座

演習①、②
・愛知図書館協会危機管理研修
・愛知図書館協会IT研修
・東海北陸地区公共図書館研究集会

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況

県立学校最寄りの市町村立図書館を経由した協力貸出につ
いて、学校訪問等によってニーズを確認し、対象学校を拡
大します。

≪取組結果≫
○市町村立図書館経由で貸出を利用する学校数 34校
  (新規対象校:高蔵寺高校、春日井南高校、犬山総合高

校、新城有教館高校、刈谷工科高校、豊橋南高校)。

NEW！
県図書館と市町村立図書館職員との人事交流を本格実施し
ます。【80再掲】

≪取組結果≫
〇以下のとおり本格実施を行った。
・市立図書館への職員派遣を２市２人実施（名古屋市へ１

人、豊明市へ１人）
・県図書館への職員派遣を２市２人受入(豊明市から１人、

春日井市から１人)
○参加者及び参加館に対し事後アンケートを実施した。

  − 34 −



事業
番号

事業
番号

次年度計画

58 58 継続実施

59 59 継続実施【12再掲】

60 60 継続実施【13再掲】

事業
番号

事業
番号

次年度計画

○東海・北陸地区図書館の相互貸借や研修の相互受講

61 61

NEW！
図書館地区別（東海・北陸地
区）研修を、集合形式のほ
か、オンライン形式を採用
し、参加受講しやすいように
開催します。

○国立国会図書館との連携強化

62 62 継続実施

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況

課題解決学習を始めとした探究活動や修学旅行等の事前学
習の際に幅広く活用していただけるよう、テーマごとの学
校貸出用セットを用意し、県立学校等への貸出しを行いま
す。

≪取組結果≫
○学校貸出用セットの貸出551冊・点(図書･紙芝居・電子資

料）

取組

(8) 広域図書館ネットワークの活用

東海・北陸地区の県立図書館のネットワークを活用した広域的な相互貸借体制を維持、発展させ
ていくなど、広域図書館ネットワークの活用を図ります。

子供の読書活動推進のため、学校図書館の運営に対する助
言や支援ができるよう体制を整備し、積極的に市町村立図
書館や学校等へ職員を派遣します。【12再掲】

≪取組結果≫
○県立尾北高校(8/20)を訪問し、学校支援サービスについ

て説明した。
〇教育委員会等主催の講座に講師・スタッフを派遣した。
・県立高等学校司書教諭研修会（10/9）【主催：県教委
  高等学校教育課】
・愛知県子供読書活動推進大会 中・高校生ビブリオバト

ル愛知県大会2024（10/27）【主催：県教委あいちの学び
推進課】

2025年度

2025年度

県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表の場として
Yotteko等を活用した企画展示を実施します。【13再掲】

≪取組結果≫
○以下の企画展示を実施した。
・愛知県統計グラフコンクール金賞作品パネル展（6/14～

7/10）【県統計課】
・愛知県定時制通信制生徒による作品発表会（9/13～

10/9）【愛知県高等学校定時制通信制教育振興会】
・心の輪を広げる体験作文・障害者週間ポスター愛知県
  入選作品展（12/13～1/8）【県障害福祉課】

NEW！
東海北陸地区公共図書館研究集会を、集合形式のほか、オ
ンライン形式を採用し、参加受講しやすいように開催しま
す。

≪取組結果≫
○東海北陸地区公共図書館研究集会を集合形式で開催

(11/7)、録画配信(11/21～1/31)。

国立国会図書館が提供する「JAPAN/MARC(ジャパンマー
ク)」を利用した書誌データの安定的な運用を進めます。

≪取組結果≫
○JAPAN/MARCを利用した書誌データの運用を進めた。

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

○愛知芸術文化センター栄施設との連携

63 63 継続実施

○博物館、美術館、公文書館、大学、観光・商工関係など多様な機関との連携

64 64 継続実施

65 65 継続実施

66 66 継続実施

2025年度

図書館だけでなく、博物館、美術館、公文書館、大学、観光・商工団体等、県図書館を取り巻く
多様な団体と連携、協力を図り、県図書館のさらなる認知度向上、利用者増を図っていきます。

取組

(9) 図書館を取り巻く機関との連携強化

愛知芸術文化センター栄施設を中心として行われるイベン
トなどに合わせて、文化芸術活動を一般の方に紹介する講
演会や資料の展示を実施します。

≪取組結果≫
○文化芸術に関する連続講座2024「現代ダンスの魅力～そ

して、NDTについて」を開催した（4/14）。関連図書展示
も実施（3/15～5/8）。

○久屋ぐるっとアート（会場：愛知芸術文化センター等）
に展示で参加した（11/1～11/4）。

県公文書館と連携・協力して、県図書館と県公文書館が所
蔵する地域資料・県関係行政資料の利活用を促進します。

≪取組結果≫
○愛知県公文書館企画展「あいちの公園メモリーズ―公園

のはじまりと愛知青少年公園、万博の思い出―」関連展
示を実施した（10/11～11/13）。

観光情報コーナーについて、県の担当局、県内市町村の観
光関係当局、地域の観光協会等と連携し幅広い観光情報の
収集・提供を実施し、充実を図ります。また、商工関係の
団体や機関へ図書館の活動を周知するとともに、連携を図
ります。

≪取組結果≫
○県内市町村の観光関係当局、地域の観光協会、市町村立

図書館等に観光情報の提供を定期的に依頼した。
○関係機関担当者向けと、利用者向けのチラシを作成、配

布し、連携強化、情報の充実を図るとともに、SNSを利用
したコーナーの効果的な広報を図った。

○県内観光に関わる企画展示・イベントを実施。
・企画展示「二度目の旅は図書館から～きてみて豊橋！花

のまち～」（連携：豊橋市図書館）（2/14～4/9）
・講演会「豊橋の歩き方」(3/20）
○名古屋商工会議所を始めとした24の経済団体を訪問し、

当館の概要を説明するとともに、「あいちBookサポー
ター」、「雑誌スポンサー制度」の協力を依頼した。

東三河コーナーについて、県東三河総局、東三河８市町村
の観光関係当局等と連携・協力し、東三河の観光情報の幅
広い収集・提供を実施します。また、東三河の自然・文化
等を紹介する企画展示を実施します。

≪取組結果≫
○「愛知県図書館と東三河地域の市町村及び観光団体との

地域振興にかかる情報発信の連携・協力に関する協定」
の連携先等に観光情報の提供を依頼した。

〇図書展示コーナーで継続的に展示実施。
○関係機関担当者向けと、利用者向けのチラシを作成、配

布し、連携強化、情報の充実を図るとともに、SNSを利
用したコーナーの効果的な広報を図った。

○東三河の自然・文化等を紹介する企画展示を実施。
・企画展示「二度目の旅は図書館から～きてみて豊橋！花

のまち～」（連携：豊橋市図書館）（2/14～4/9）
・講演会「豊橋の歩き方」(3/20)
・企画展示「第13回穂っとネット東三河フォトコンテスト

入賞作品展」（連携：東三河総局）（3/14～4/9）

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

67 67 継続実施

2025年度
主な
施策

2024年度

子育ての方に役立つ他の機関や団体のチラシやパンフレッ
ト類を常備し、案内・配布します。

≪取組結果≫
○子ども向けのイベントや子育て関連のチラシ等を児童
  室内に常備し、案内・配布した。

事業内容及び取組状況
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評価：B

事業
番号

事業
番号

次年度計画

○電子書籍の充実

68 68

電子書籍について、読書バリ
アフリー推進の観点も踏ま
え、新たなタイトルの購入を
検討します。また、利用者拡
大のため、分かりやすいWeb
サイトや効果的なＰＲの方策
を検討・実施します。【４再
掲】

○デジタルアーカイブの充実

69 69

NEW！
地域資料を調査し、順次デジ
タルアーカイブで公開しま
す。また、明治期地域新聞マ
イクロフィルムをデジタル化
し、館内の端末で公開しま
す。なお、デジタルアーカイ
ブは「ジャパンサーチ」との
連携を目指します。【25再
掲】

70 70

Webサイトの「愛知県関係地
域資料ポータル」を整備しま
す。また、県内他機関のデジ
タルアーカイブ等地域資料情
報へのリンクを最新の情報に
更新します。【30再掲】

○オンライン利用登録の推進

71 71 継続実施

○オンラインによる複写物の提供（公衆送信）の検討

72 72

NEW!
オンラインによる複写物の提
供サービスとして、「PDFダ
ウンロードサービス」を実施
します。

2025年度

取組

(10) 非来館型サービスの充実

取組状況への評価Bの理由：
概ね順調に取組を進めることができた。新しいデジタルアーカイブの公開、電算

システム更新に伴うWebサイトのリニューアルや蔵書探索AIの導入等、非来館型サー
ビスの充実を進めることができたが、電子書籍へのアクセス件数が目標に達しな
かったため。

デジタル技術の活用により、電子書籍やデジタルアーカイブの充実、オンライン利用登録の拡充
など、非来館型サービスの充実を推し進めます。

電子書籍について、新たなタイトルの購入を検討します。
また、利用者拡大のため、効果的なPRの方策を検討・実施
します。【４再掲】

≪取組結果≫
○新規タイトル194点購入。
○新たに電子書籍月間ランキングのWebサイトへの掲載を

開始。
○電子書籍サービス使い方講座（入門編・実践編）を実

施。(9/20、12/13)
○電子書籍トップページのおすすめ図書の更新、SNSでの

広報を行った。
○電子書籍へのアクセス件数 月平均4,771件

NEW！
公開中デジタルアーカイブを新システムに移行させるため
の準備を行います。【25再掲】

≪取組結果≫
○Webサイトで公開していた「貴重和本」、「絵はがき」、

「画像」のコレクションを統合、デジタル行政資料を
追加し、「愛知県図書館デジタルアーカイブ」として
一括で検索、閲覧できるようにした。

県内他機関のデジタルアーカイブ等地域資料情報へのリン
クを整備し、Webサイトの「愛知県関係地域資料ポータル」
を充実させます。【30再掲】

≪取組結果≫
○当館所蔵資料と同様に県内公共図書館のデジタルアーカ

イブ等地域資料情報にもアクセスできるよう、Webサイ
ト「デジタルアーカイブ」にリンクを整備した。

オンライン利用者登録を周知し、便利に使っていただける
ような広報や案内を行います。

≪取組結果≫
○オンライン利用登録・更新についてのポスター・ちらし

を掲示・配布（9/19～）
○愛知県子供読書活動推進大会 中・高校生ビブリオバト

ル愛知県大会2024においてちらしを配布（10/20、27）

NEW!
オンラインによる複写物の提供（公衆送信）について、
サービスを開始します。

≪取組結果≫
○指定管理団体（図書館等公衆送信補償金管理協会）や他

県等の対応状況を注視しながら、準備を進めた。

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況

目指す
べき姿

４ デジタル技術の活用により新たな社会に対応する図書館
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

○ボーンデジタル資料の収集、保存、提供

73 73
県・市町村が発行したボーン
デジタル行政資料の収集・公
開を進めます。

○Webサイトの利便性の向上等

74 74
Webサイトを随時更新し、分
かりやすい情報発信を行いま
す。

○図書館電算システムの更新

75 75
NEW！
図書館電算システムを安定的
に提供します。

NEW!
ボーンデジタル行政資料の収集・公開について、特に県行
政資料の効率的な収集を検討します。

≪取組結果≫
〇当館Webサイトでの公開を許可されたボーンデジタル行政

資料について、選書・収集・保存を行い、50冊を追加公
開した。

〇県行政資料の収集方法について担当間での調整を行い収
集を行った。

○試行を経て本格実施。(2/1)

NEW!
図書館電算システムの更新に合わせ、Webサイトの利便性を
向上させます。

≪取組結果≫
〇図書館電算システムの更新に合わせ、Webサイトを

リニューアルした。
・蔵書探索AI（フリーワードや文章からAIが関連本を

検索）
・Web書棚（検索した本の近くにある本をWeb上で表示）
・デジタルアーカイブの統合
・Webサイトのスマートフォンやタブレット端末への対応
・読み上げ機能対応などWebアクセシビリティの向上

NEW！
図書館電算システムの次期システムへの更新を確実に進め
ます。

≪取組結果≫
〇2025年３月に図書館電算システムを更新をした。

主な
施策

2024年度

事業内容及び取組状況

取組

(11) DXを意識したサービスの提供

ボーンデジタル資料(※)の収集・保存・提供、Web サイトの利便性の向上を図るなど、DXを意識
したサービスの提供を行っていきます。

(※)ボーンデジタル資料：紙媒体ではなくデジタルのみで発行、公開される資料。

2025年度
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評価：A

事業
番号

事業
番号

次年度計画

○デジタル対応など先進的サービスを提供するための人材育成

76 76 継続実施

77 77 継続実施

78 78 継続実施

○市町村立図書館支援に資する職員の育成

79 79 継続実施

80 80
県図書館と市町村立図書館職
員との人事交流を実施しま
す。【55再掲】

取組

５ 持続可能なサービス環境を備えた図書館

(12) 充実したサービスを企画・提供する職員の育成

県図書館が今後も持続可能なサービスを提供し続けていくため、図書館を支える人材の育成とと
もにサービス水準の向上に努めます。

目指す
べき姿

取組状況への評価Aの理由：
順調に取組を進めることができた。持続可能なサービス環境を整えるため、職員

の育成、長寿命化改修工事の調整などを行った。

事業内容及び取組状況

司書職員としての専門性をより高め、サービスの提供に必
要な最新の情報を提供する研修の受講を促します。

≪取組結果≫
○職員研修の受講者数

延べ 799人（館内 498人、外部 301人）

デジタル技術や統計学、広報手法等関連領域の研修（e-
ラーニング等非対面型の研修含む。）に職員の受講を促し
ます。

≪取組結果≫
○関連領域の研修の受講者数

延べ23人（デジタル20人、統計２人、広報１人）

主な
施策

2024年度

市町村立図書館等への職員の講師派遣や学協会等での発表
（会報や学協会誌等での文献発表を含む）を年間20回以上
実施します。

≪取組結果≫
○講師派遣や学協会での発表で23件27人を派遣した。

NEW！
県図書館と市町村立図書館職員との人事交流を本格実施し
ます。【55再掲】

≪取組結果≫
〇以下のとおり本格実施を行った。
・市立図書館への職員派遣を２市２人実施（名古屋市へ１

人、豊明市へ１人）
・県図書館への職員派遣を２市２人受入(豊明市から１人、

春日井市から１人)
○参加者及び参加館に対し事後アンケートを実施した。

県の拠点図書館としての役割について理解を深め、司書職
員の専門性の向上、育成を図る館内研修を実施します。

≪取組結果≫
○実施館内研修

新任職員・非常勤職員研修、愛知県公立図書館長協議会
2024年度第１回研修会の動画配信、防災訓練、愛知図書
館協会2024年度レファレンスサービス研修拡大講座の動
画配信、インターネットから使える国立国会図書館の
サービス、市町村立図書館への派遣研修報告 など

2025年度
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事業
番号

事業
番号

次年度計画

○新たなサービスに対応するための施設改善検討

81 81 継続実施

82 82 継続実施

83 83

NEW!
地域の拠点図書館としての保
存機能を維持するとともに、
利用者サービス(閲覧の容易
さ、図書の探しやすさ)を向
上させるために、書庫資料の
中期的な配置計画を策定し、
資料の移動を行います。

○施設老朽化への対応

84 84

施設の老朽化に伴う必要な改
修工事を以下のとおり実施し
ます。
・飲用給水ポンプユニット取
替工事

85 85

NEW!
長寿命化改修工事について、
基本設計及び実施設計に盛り
込む必要性がある改修箇所を
精査し、調整を行っていきま
す。

○災害、感染症等の危機管理対応

86 86 継続実施

○施設管理における指定管理者による効率的な管理

87 87 継続実施

2025年度

来館者のどなたでも使えるフリーWi-Fiを全館的に運用しま
す。

≪取組結果≫
○Aichi_Free_Wi-Fiを運用している。

閉架書庫の書架未設置区画について、全面設置に向けた予
算の確保を目指します。

≪取組結果≫
〇予算要求の結果、2025年度に未設置区画の一部に固定書

架を増設できる予定。

地域の拠点図書館としての保存機能を維持するとともに、
利用者サービス(閲覧の容易さ、図書の探しやすさ)を向上
させるために、資料収蔵スペースを有効に活用できる方法
を引き続き検討します。

≪取組結果≫
〇提供や管理がしやすいよう、閉架書庫内資料の配置を

見直した。

施設の老朽化に伴う必要な改修工事を以下のとおり実施し
ます。
・電話交換設備更新工事

≪取組結果≫
○電話交換設備更新工事は、８月４日に、同日から３月15

日までの工期で契約を締結した。

NEW!
2027年度から実施予定の長寿命化改修工事について、基本
設計の予算を確保するため、関係各課と連携します。

≪取組結果≫
○関係各課と連携、調整し、基本設計に係る予算措置を

行った。

災害への対応について、業務継続計画（愛知県庁BCP、地方
機関BCP）の運用や防災訓練の実施等により、適切に事業継
続できる体制を整えます。

≪取組結果≫
○事業継続計画、防火訓練のうち、体験訓練の見直しを
  図り、適切に運用できるようにした。

指定管理者との連絡会議を毎月実施し、効果的な連携を図
ります。

≪取組結果≫
○毎月開催し、指定管理者及び文化芸術課との連携を図
  った。

2024年度

事業内容及び取組状況

取組

(13) 持続可能な施設管理等

来館者が安全・安心かつ快適に施設を利用することができるよう、県図書館内の体制づくりを進
めます。

主な
施策
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Ⅹ 2024年度日録 

 

2024 年 ４月 ２日(火) 

４月 17日(水) 

５月 15日(水) 

５月 23日(木) 

６月 ７日(金) 

６月 27日(木) 

 

 

７月 ５日(金) 

７月 12日(金) 

７月 25日(木) 

８月 27日(火) 

９月 ５日(木) 

９月 13日(金) 

９月 18日(水) 

  10 月 9日(水) 

10 月 18日(金) 

10 月 27日(日) 

10 月 31日(木) 

11 月 ７日(木) 

 

11 月 29日(金) 

12 月 ３日(火) 

12 月 10日(火) 

2025 年 １月 17日(金) 

１月 23日(木) 

２月 １日(土) 

２月 ７日(金) 

２月 26日(水) 

２月 27日(木) 

３月 ６日(木) 

３月 14日(金) 

 

 

３月 25日(火) 

新任職員・非常勤職員研修(４月４日・５日) 

愛知県公立図書館長協議会 第 1回定例会 

愛知図書館協会 定期総会、愛知図書館協会 第１回理事会 

図書館協力担当者新任研修会 

愛知県公立図書館長協議会 第１回研修会 

愛知図書館協会 児童サービス研修連続講座第1回 

愛知図書館協会 児童サービス研修拡大講座 

（愛知県公立図書館長協議会第２回研修会） 

愛知芸術文化センター運営会議 図書館専門委員会 

愛知図書館協会 児童サービス研修連続講座第２回 

愛知図書館協会 レファレンスサービス研修拡大講座 

東海北陸地区県立・指定都市立図書館長会議(オンライン開催) 

愛知県公立図書館長協議会 第３回研修会 

愛知図書館協会 児童サービス研修連続講座第３回 

愛知芸術文化センター運営会議 

県立高等学校司書教諭研修会(愛知県教育委員会主催) 

愛知県公立図書館長協議会 第２回定例会(岡崎市) 

子供読書活動推進大会 中・高校生ビブリオバトル愛知県大会(愛知県教育委員会主催) 

愛知図書館協会 児童サービス研修連続講座第４回 

東海北陸地区公共図書館研究集会（東海北陸地区公共図書館協議会、愛知図書館協

会、愛知県公立図書館長協議会と共催） 

愛知県公立図書館長協議会 ヤングアダルトサービス連絡会 

図書館地区別研修（東海・北陸地区）（岐阜県 ～６日） 

愛知県公立図書館長協議会 新任者研修 

来館者アンケート実施(～18日) 

愛知図書館協会 危機管理研修 

デジタル行政資料公開を本格実施 

愛知県公立図書館長協議会 第４回研修会 

整理休館(～３月 12日) 

図書館協力担当者会議・貸出文庫担当者会議 

愛知図書館協会 IT研修（～７日） 

第六期図書館システム稼働開始 

Web サイトリニューアル 

「愛知県図書館デジタルアーカイブ」公開 

愛知図書館協会 第２回理事会 
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